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，卒業研究Ⅰ・Ⅱ・
Ⅲ，教材研究（運動と健康）

副学長

～

（社） 会

2018年7月

～2018年7月

～2018年7月

～2018年7月

2021年4月 那須塩原市市民大学運営委員長（現在に至る）
2022年4月 幼児期からの運動遊び普及検討委員会委員長
2022年4月 スポーツの活用による地域活性化推進協議会委員

～2018年3月
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～

（社） 会

2018年7月

～2018年7月

～2018年7月

～2018年7月

2021年4月 那須塩原市市民大学運営委員長（現在に至る）
2022年4月 幼児期からの運動遊び普及検討委員会委員長
2022年4月 スポーツの活用による地域活性化推進協議会委員

～2018年3月



2017年～ ＮＰＯ日本子育てアドバイザー協会の講師を務める
2019年～ 人間関係・HRST研究会の会長として同会研修会を主宰する

「大学における子育て支援活動の意義－子どもの体験と学生の学びに焦点を当てて－」
共著　宇都宮共和大学「保育・教育・福祉研究」紀要

2019年3月

「子育てアドバイザー検定─試験公式テキスト基礎編─」監修
著者　NPO法人日本子育てアドバイザー協会　ファストブック

2022年1月

「「HRST」における行為法（心理劇）の活用に関する考察」単著　日本人間関係学会2019年6月

教授、学部長
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宇都宮共和大学子ども生活学部教授（～現在に至る）

『保育実践に生かす保育内容環境』（共著、教育出版社）
『子どもと環境―子どもの感性をひらく保育者のかかわり―』（共著、光生館）

教授、学科長



　小学校や幼稚園、行政での経

日本質的心理学会

験をもとに、子どもの興味・関心や発達をもとに環境を通した保育
を追究していく保育者を育てたいと思います。
　子どもとともに学び、立ち止まり、考え、自分のキャリアを積み重ねていく保育者になってほし
いと願っています。

1999年3月
2000年3月
2001年3月
2003年3月

2006年3月

2007年3月

2008年3月

2015年3月

1998年9月
2002年11月
2015年6
2021年3月 「保育者養成課程に在籍する大学生の感染症に対する意識調査」子ども生活学研究　

第19号

月

1980年4月
1998年4月
2001年4月
2007年4月
2010年4月
2013年4月

2019年4月 宇都宮共和大学子ども生活学部教授

宇都宮市立小学校教諭

2015年10月

2011年～2012年
2012年
2012年
2012年
2016年～2018年
2016年～2018年
2016年～2018年
2017年～2018
2020年～ とちぎの幼小カリキュラム接続プロジェクト　講師

年

保育・教育課程論
保育内容「健康」
保育指導法Ⅱ
保育・教職実践演習（幼稚園）
保育内容基礎演習Ⅱ　保育内容総合演習Ⅳ
教育実習指導
現代の教養講座Ⅲ
環境と資源
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2018年

2021年

「小学校入学前の園外教育は有功か？」（お茶の水女子大学報告書『JECS第19集　細分析

「金融に関する知識と行動との関連についての検討：収入・支出の把握から考える」
（実践女子大学生活科学部紀要58,pp17-24.（共著）

2022年 「青少年から成人期への移行についての追跡的研究（Japan Education Longitudiral 
Study:JELS）─JELS　第二期調査」（青山学院大学コミュニティ人間科学部紀要第３
号，pp1-20.（共著）

論文集7』,pp21-27）

2018年 「結婚とパートナー関係」（日本家政学会編『現代家族を読み解く12章』丸善出版）

（～2019年8月）

（～現在に至る）

2018年 4月 栃木県高齢・障害・求職者支援機構運営協議会委員
2019年 4月 栃木県職業能
2022年 4月 栃木県男女共同参画審議会委員

力開発審議会委員

福祉Ⅰ，研究方法の基礎Ⅰ



（～2020年３月）

2020年3月 月橋春美「心を元気にすること」を目的としたレクリエーションについて－学生の振
り返りシートより－　宇都宮共和大学子ども生活学部『子ども生活学研究』第18号

修士（教育学）東京学芸大学大学院教育学研究科保健体育教育専攻運動学第二分野修了

Ⅲ

日本体育・スポーツ・健康学会，

と効果
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ほし じゅんこ 

星 順子 

 

職 名 准教授 

 

担当科目 乳児保育Ⅰ・Ⅱ、 

保育実習指導Ⅰ・Ⅱ、子育て支援 

異文化理解と子育て、子ども文化論、 

海外保育研修、 

グローバルコミュニケーション 

研究テーマ 1．乳児保育 2．多文化共生保育 3．中東地域の幼児教育 

研 究 業 績  
著 書

論 文

2009年3月 
 
2020年 3月 
2014年 3月 
 
 
 
2014年 7月 
 
2015年 3月 
 
2018年 2月 
 
2018年 2月 
 
 
2019年 2月 
 
2022年 3月 

『幼児教育ハンドブック 国際協力とよりよい協力活動のために 』第 章 節「現
地の人との信頼関係を築く」（共著、お茶の水女子大学グローバル協力センター）

『子ども家庭支援論』第 章 「外国につながる子どもと家族への支援」（共著、青鞜社）

「戦後沖縄における児童福祉の展開 敗戦後、本土復帰後、現在の社会的養護に焦点
をあてて 」（『実践・困難・養護性 保育所・施設保育士の語りと経験 』研究成果
報告書（論文集）平成 ～ 年度科学研究費補助金基盤研究（ ）研究協力員として
参加、 ）
「スリランカの子育てと保育に関する研究（ ）」

（共著、『東京家政大学生活科学研究所研究報告』第 集、 ）
「保育所における外国人の保護者への支援‐ムスリムの保護者の困難に着目して‐」
（修士論文 東京家政大学大学院）

「多文化時代に必要な保育者の配慮 外国人の保護者へのインタビューを通して 」
（『新渡戸文化短期大学学術雑誌』第 号、 ）

「シリアの幼稚園における保育者の協働 国際協力活動に見る「プレイルーム」の取
り組み」（新渡戸文化短期大学子ども教育研究所、『子ども教育研究所紀要』第 号、

）
「ムスリムの保護者から見た日本の保育の良さ」（新渡戸文化短期大学子ども教育研
究所、『子ども教育研究所紀要』第 号、 ）
「言語文化的に多様な子どもの保育と保育者の異文化感受性‐初任保育者と熟練保
育者の語りから‐」（宇都宮共和大学、『子ども生活学研究』第 号、 ． ）

社会的活動 2012〜2017年 
2017年〜現在 
2017年11月 
2018年7月 
 
2019～2021年 
2019年12月 
2021年4月～ 
2021年6月 
2021年8月～ 
2021年10月～ 
2022年2月 
2022年10月 

JICA/鶴見大学短期大学部中東地域別研修「乳幼児を対象とした就学前教育の充実」講師 
中野区社会福祉協議会ファミリーサポート事業講座「子どもの心の発達」講師 
関東学院大学潜在現役保育士学び直し講座「多文化時代に必要な保育士の配慮」講師 
青年海外協力隊幼児教育ネットワーク講座「OBOGの視点から多文化保育を考えよ
う！マイノリティの子どもの応援団として」講師 
教員免許更新講習必修領域「子どもをめぐる教育の最新事情」講師 
JICA/鶴見大学短期大学部エジプト国別研修「乳幼児ケアと就学前教育」講師 
青年海外協力隊幼児教育ネットワーク運営委員 
令和３年度宇都宮市市民大学専門講座「イスラームと子どもの生活」講師 
家庭教育オピニオンリーダー研修「子育て家庭の現状とその支援について」講師 
鹿沼市子ども・子育て会議委員長 
青年海外協力隊幼児教育ネットワーク講座「イスラームと子育て」講師 
おやま市民大学子育てサポーター養成講座「子育て家庭の現状とその支援について」
講師 

略 歴 2015年3月 
------------ 
1990〜1995年 
1996〜1998年 
1999〜2001年 
2002〜2003年 
 
2004〜2006年 
2006〜2007年 
2007〜2010年 
2011〜2012年 
2015〜2016年 
2016〜2019年 
2016〜2019年 
2019年4月〜 
2021年4月〜 

東京家政大学大学院人間生活学総合研究科修士課程 
児童学児童教育学専攻修了 修士（家政学） 

新宿区役所福祉部児童課区立高田馬場第二保育園（保育士） 
さいたま市指定家庭保育室こどものいえ（保育士） 
JICA青年海外協力隊モロッコ王国青年スポーツ省国立幼稚園/保育園（幼児教育） 
NPO法人パレスチナ子どものキャンペーン レバノン共和国パレスチナ難民キャン
プ内幼稚園（幼児教育専門家） 
東横学園女子短期大学（現：東京都市大学）子育て支援センターぴっぴ（保育士）  
JICA青年海外協力隊シリアアラブ共和国ラタキア県内幼稚園（幼児教育:短期） 
JICAシリア事務所（幼児教育分野事業担当:企画調査員） 
青年海外協力協会国内協力隊「被災地子育て支援プロジェクト」大槌保育園（保育士） 
社会福祉法人若草福祉会認定こども園大久保わかくさ子ども園（非常勤保育士） 
新渡戸文化短期大学生活学科児童生活専攻（専任講師） 
関東学院大学（非常勤講師） 
宇都宮共和大学子ども生活学部（准教授）現在に至る 
聖心女子大学（非常勤講師） 

所 属 学 会 日本保育学会、日本乳幼児教育学会、日本保育者養成教育学会、国際幼児教育学会、こども家族早期
支援学会 

自己アピール 国内外の保育現場で多くの子どもたちに出会い、保育の魅力を味わってきました。「子どもから学ぶ」
をモットーに、学生の皆さんと共に保育の世界をみつめていきたいと思います。 
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2019年3月

2020年4月

2017年11月

「地域における子育て支援・子どもの居場所での実践報告」保育・教育福祉研究第17号
67-74（単著）

2022年4月 『社会的養護 Ⅰ 』（共著，同文書院）

日本ソーシャルワーク学会，日本子ども虐待防止学会，

2022年7月 『災害、感染症から学ぶ、子ども・保護者が安心できる園づくり』（共著，ぎょうせい）

第８回こどもの虐待をなくそう！県民のつどい　パネラー
2018年１月 佐野市わくわく子育て講座講師
2018年11月 栃木県家庭教育オピニオンリーダー研修講師
2019年6月
2020年11月 とちぎコースアフターケア事業協同組合研修講師
2020年11月 品川区のびしなプロフェッショナルスクール研修講師
2021年７月 栃木県家庭教育，子育て支援関係広域ネットワーク，研修講師
2022年7月 栃木県家庭支援プログラム指導者研修講師
2022年9月 栃木県要保護自動対策調整機関の調整担当者研修講師
2022年11月 栃木県スクールソーシャルワーカー養成研修会（研修Ⅲ）講師

栃木県福祉人材・研修センター運営委員会委員

子ども家庭福祉，社会的養護Ⅰ，社
会的養護Ⅱ，子どもの生活と福祉，
フィールドワークⅡ，現代の教養講
座Ⅱ，保育実習指導Ⅰ（施設），保
育実習指導Ⅲ



 

 

 
 

 

 

松岡
マツオカ

展世
ノ ブ ヨ

 

職 名 准教授 

担当科目 発達心理学、子どもの理解と援助、

特別の支援が必要な子どもの保育、

発達臨床心理学、障害児保育、保育

実習指導Ⅰ・Ⅱ、保育・教育実践演

習、現代の教養講座Ⅱ、子ども生活

学概論、特別支援教育、 

研究テーマ 1．遊びと体験を通した子育て支援 

2．子どもと親のトラウマと虐待予防に関する研究 

3．保育者の成長と育成について 

 

研 究 業 績  

論 文

その他

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

数量概念の発達に関する縦断的研究（ ） 『発達研究』（財）発達科学研究教育セン

ター紀要 （共著）

ダウン症児における早期療育の効果―臨界期効果の検討― 『発達研究』

（財）発達科学研究教育センター紀要 （共著）

過剰適応に関する一考察―攻撃性の表出を中心に― 国際基督教大学大学院学位論文

子ども時代に外傷体験を持つ母親クライエントとの面接 自分を受け入れ娘の個性を

受け入れる過程― 作新学院大学大学院心理学研究科臨床心理センター研究紀要

第 号

ポリヴェーガル理論によるプレイセラピーの有効性の理解の試み―神経学的視点か

らの検討― 作新学院大学大学院心理学研究科臨床心理センター研究紀要 第 号

子育て支援の場としての 歳児健診における保護者面接―行動観察の様子のフィード

バックをする際の留意点― 作新学院大学大学院心理学研究科臨床心理センター研

究紀要 第 号

つらい体験後の 歳前後の幼児の遊びに見られる治癒的な力 作大論集

第 号

臨床心理学の初学者（大学生）を対象としたプレイセラピー実習  作新学院大学大学

院心理学研究科臨床心理センター研究紀要 第 号

教育相談室と児童虐待 『子どもの理解と援助をめぐって』世田谷の教育相談誌 平

成 年度 （共著）

親子をめぐる学校との連携 『子どもの理解と援助をめぐって』世田谷の教育相談誌

平成 年度

遊びを通した子どもの心の安心サポート～つらい体験後の未就学児（乳幼児）のため

のマニュアル～ 第 刷 日本プレイセラピー協会 （共著）

災害後の治癒的な遊びを通した子どもの心のケア（２）構造遊び  東京都民間保育園

協会「とうきょう民保協」第 号

才児健診～子どもの育ちを支えるチームワーク～  一般財団法人東京保健会『母と

子の健康』第 号

大好きが響き合うハンドマッサージ～親子をつなぐ小さな関わり～  一般財団法人

東京保健会『母と子の健康』第 号

社会的活動 1996年4月～ 

 

2011年3月～ 

 

 

2011年4月～ 

（ ）少年院訪問等支援に従事（ 年 月まで）

日本プレイセラピー協会の理事として日本ユニセフ協会と共同で東日本大震災の震

災支援活動に従事（ 年 月まで）

日本プレイセラピー協会の講師として、栃木県内で震災支援活動の講師養成講座を実

施（ 年 月まで） 
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まつおか	 の ぶ よ



 

略 歴 年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

国際基督教大学大学院教育学研究科博士前期課程 修了（教育学修士）

東京都世田谷区教育相談室 心理教育相談員 （ 年 月まで）

東京都公立中学校 スクールカウンセラー （ 年 月まで）

東京都済生会看護専門学校 非常勤講師 （ 年 月まで）

栃木県日光市役所健康課母子健康係 臨床心理士 （ 年 月まで）

宇都宮歯科衛生士専門学校 非常勤講師（ 年 月まで）

宇都宮市子ども発達センター 非常勤相談員 （ 年 月まで）

東京都神津島村保健センター 臨床心理士（現在に至る）

作新学院大学大学院 非常勤講師（ 年 月まで）

作新学院大学大学院附属臨床心理センター 非常勤相談員（令和 年 月まで）

栃木県塩谷町健康福祉課 すくすく教室講師（現在に至る）

作新学院大学大学院 非常勤講師（ 年 月まで）

明治学院大学 非常勤講師（ 年 月まで）

明治学院大学大学院 非常勤講師（現在に至る）

宇都宮共和大学 子ども生活学部 准教授

所 属 学 会 日本心理臨床学会、日本乳幼児精神保健学会、日本子ども学会、日本公衆衛生学会 

自己アピール 人生の土台となる乳幼児期の子どもに関わることは大きな喜びとチャレンジに満ちています。 

乳幼児の発達を理解することは今の自分を理解することにつながり、子どもや親への関わりを学ぶ中

で自分を育ててくれたまわりの人や環境と改めて出会うことになります。 

自分の素直な思いや気づきを大切にして、それを率直に言葉にし、共に学び合っていきましょう。 

 

− 12 − − 13 −



 

略 歴 年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

国際基督教大学大学院教育学研究科博士前期課程 修了（教育学修士）

東京都世田谷区教育相談室 心理教育相談員 （ 年 月まで）

東京都公立中学校 スクールカウンセラー （ 年 月まで）

東京都済生会看護専門学校 非常勤講師 （ 年 月まで）

栃木県日光市役所健康課母子健康係 臨床心理士 （ 年 月まで）

宇都宮歯科衛生士専門学校 非常勤講師（ 年 月まで）

宇都宮市子ども発達センター 非常勤相談員 （ 年 月まで）

東京都神津島村保健センター 臨床心理士（現在に至る）

作新学院大学大学院 非常勤講師（ 年 月まで）

作新学院大学大学院附属臨床心理センター 非常勤相談員（令和 年 月まで）

栃木県塩谷町健康福祉課 すくすく教室講師（現在に至る）

作新学院大学大学院 非常勤講師（ 年 月まで）

明治学院大学 非常勤講師（ 年 月まで）

明治学院大学大学院 非常勤講師（現在に至る）

宇都宮共和大学 子ども生活学部 准教授

所 属 学 会 日本心理臨床学会、日本乳幼児精神保健学会、日本子ども学会、日本公衆衛生学会 

自己アピール 人生の土台となる乳幼児期の子どもに関わることは大きな喜びとチャレンジに満ちています。 

乳幼児の発達を理解することは今の自分を理解することにつながり、子どもや親への関わりを学ぶ中

で自分を育ててくれたまわりの人や環境と改めて出会うことになります。 

自分の素直な思いや気づきを大切にして、それを率直に言葉にし、共に学び合っていきましょう。 
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2018年3月 「保育方法論」（共著，光生館）
2018年3月 「教育課程論」（共著，光生館）
2019年2月 「幼児理解の理論と方法」（共著，光生館）
2022年3月 「子どもと環境-子どもの感性をひらく保育者のかかわり-」(共著，光生館)

保育原理，保育内容総論，保育内容
総合演習Ⅰ，保育内容総合演習Ⅲ，
保育内容総合演習Ⅳ，子ども理解の
方法と評価，教育実習，保育・教職
実践演習



 

あらい ゆうこ

新井 祐子

職 名 准教授

担当科目 音楽Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ

音楽理論

研究テーマ ．幼児期における音楽的発達の考察

．音楽を通じたコミュニケーション

．「子どもの歌」と「弾き歌い」

研 究 業 績

著 書

論 文 年 月 「 世紀ロマン主義におけるブラームスピアノ作品の独自性～ブラームス的なるも

のへの考察～」東京芸術大学大学院 修士論文

社会的活動
年 月

年 月

年 月

年 月

・ 年

・ ・

年

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年・ 年

年 月

年 月

年 月・

月・ 年

月

演奏歴

サラマンカホール ミュージックプロムナード サラマンカホール（岐阜市）

新井 祐子 ピアノリサイタル クララザール（岐阜市）

第３３回ピティナピアノコンペティション 岐阜地区予選入賞者記念コンサートゲ

スト演奏 サラマンカホール（岐阜市）

足利市民プラザ アーティストシリーズ 足利市民プラザ

東京芸術大学同声会 栃木県支部演奏会 上野の森の響きコンサート

佐野市生涯学習 市民教養講座 講師

第 回さのクラシックコンサート 新井 祐子ピアノコンサート 佐野市文化会館

佐野音楽鑑賞会 佐野市文化会館

（幼稚園・小中学校 音楽鑑賞会 講師）

佐野市立城東中学校

飛駒・下彦間・閑馬小学校３校合同音楽鑑賞会

旧佐野市立船津川小

佐野市立田沼西中学校

洗心幼稚園（佐野市）

佐野市立氷室小学校

佐野市立赤見小学校

略 歴 年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年～

年

年～

年

年 月～

東京藝術大学音楽学部 器楽科 卒業 （学士）

東京藝術大学大学院 音楽研究科 修士課程 ピアノ専攻 入学

東京藝術大学大学院 音楽研究科 修士課程 ピアノ専攻 修了 〈修士〉

オーストリア国立ウィーン音楽演劇大学 課程 入学

オーストリア国立ウィーン音楽演劇大学 課程 修了

東京家政学院大学 児童学科 非常勤講師 （児童と音楽 ・ 担当）

宇都宮共和大学 子ども生活学部 子ども生活学科 非常勤講師 （音楽Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・

Ⅳ・Ⅴ 担当）

宇都宮共和大学 子ども生活学部 子ども生活学科 准教授

所 属 学 会 東京藝術大学栃木県支部会員（会計監査）、佐野市クラシックコンサート会議実行委員、国際ロータリ

ー第 地区 学友会会員

自己アピール 音楽は子どもたちの想像力や表現力を伸ばし、豊かな感性を育みます。また、一緒に音楽活動をする

ことで、楽しさや喜びを分かち合い、心の関わり合いを築くことができます。音楽の楽しさを伝える

ためには、先ず自分自身が楽しみながら弾き歌いや音楽遊びをすることが大切です。共に学び合い、

高め合っていきましょう。
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、音楽Ⅰ・Ⅱ、リトミックⅠ・Ⅱ

やリトミック 性
ら

「スピリチュアルケアとしての音楽療法」武蔵野大学大学院通信教育部特定課題論文

１．音楽療法（緩和ケア・高齢者・成人・児童）
２．音楽の多様性
３．感覚統合と音楽療法

2020年3月 武蔵野大学大学院通信教育部　人間学研究科　人間学専攻卒業

− 14 − − 15 −



霜触
しもふれ

 智紀
とものり

 

職 名 専任講師 

担当科目 スポーツと健康Ⅰ・Ⅱ 

レクリエーション概論

野外活動Ⅰ・Ⅱ

教材研究（運動と健康）

幼児体育

研究テーマ 1．子どもの健全育成を推進する健康支援策の検討

2．幼児教育における効果的な運動・スポーツ活動に関する研究

3．野外活動やレクリエーション活動が心身の健康に及ぼす影響

4．運動・スポーツ活動中に発生する体罰に関連する要因の解明

研 究 業 績 

著  書 

論  文 

2017年12月 

2017年2月 

2017年9月 

2018年3月 

2020年3月 

2021年12月 

2022年10月 

2023年1月 

2023年3月 

2019年6月 

2021年3月 

2022年5月 

「保健体育に“アンガーマネジメント”を導入する」（大修館書店、「体育科教

育」1月号、pp.54-57） 

〈主な筆頭論文〉 

「保健体育科へのアンガーマネジメントの導入意義を探る－わが国の学校教育

におけるアンガーマネジメントに関する研究動向から－」（群馬大学共同教育学

部紀要 芸術・技術・体育・生活科学編、52;57-70） 

「大学生のアンガーマネジメントの認知度と攻撃性・怒り表出に関する研究－

教育学部保健体育専攻生と他学部生の比較に着目して－」（北関東体育学研究、

2;3−10） 

「日本の中学校・高等学校の運動部活動における体罰に関する研究動向－顧

問・指導者の怒りを取り巻く体罰の要因に着目して－」（日本教育保健学会年報、

(25）;23-38） 

「日本の運動部活動における体罰問題解決に向けた取組：各都道府県教育委員

会資料に記載された内容の検討と体罰発生件数との関連に着目して」（日本教育

保健学会年報、(27);3-16） 

「運動部活動の顧問を対象とした体罰関連要因の尺度開発の試み：体罰の行為

経験と意識を踏まえて」（日本部活動学会研究紀要、4;37-49） 

「運動部活動の顧問が認知する体罰関連要因と体罰行為経験との関連」（スポー

ツ産業学研究、32(4);433-452）

「スキー・雪遊び体験を通した知的障害児の支援に関する研究」（群馬大学共同

教育学部紀要 芸術・技術・体育・生活科学編、58;27-36）

「運動部活動における体罰防止の教育・研修内容に関する文献のレビュー」（日

本教育保健学会年報、(30); 55-75）

〈主な共著論文〉

「性に関する対話的学びの展開に向けた学習者からみたよりよい保健授業の特

徴-学生の既習状況および学習ニーズに着目して-」（保健科教育研究、

4(1);21-30）

「小学校の表現運動授業における効果的な学習指導：「表現」の技能の具体化と

学習効果に着目して」（群馬大学教育実践研究、(38)；175-181）

「 The Influences of Changes in Physical Activity Levels With Easing

Restriction of Access to the University Campus on Empathy and Social

Supports in College Students During the COVID-19 Pandemic.」（Asia Pacific

Journal of Public Health, 34(4);406-410）

社会的活動 2017年4月 

2022 年 12,2

月 

2022 年 12 月

〜2月 

2023年 1〜 2

月 

群馬大学陸上競技部 アドバイザー（〜現在に至る）

令和4年度幼児期の運動遊び指導者指導者研修会 講師

令和4年度運動遊び体験指導者派遣事業 講師

令和4年度群馬大学地域貢献事業障がいのある子どもたちのスポーツ体験プロ

ジェクト 指導者 

略 歴 2015年3月 

2017年3月 

2023年3月 

2018年4月〜 

2022年4月〜 

福島大学人文社会学群人間発達文化学類スポーツ・芸術創造専攻 学士（発達

文化） 

群馬大学大学院教育学研究科教科教育実践専攻生活・体育コース 修士（教育

学） 

新潟大学大学院現代社会文化研究科人間形成研究専攻 博士（教育学） 

群馬大学学務部教務課教養教育係 技術補佐員（保健体育）（〜2022年3月） 

宇都宮共和大学子ども生活学部 専任講師（〜現在に至る） 

− 16 −



所 属 学 会 日本体育・スポーツ・健康学会、日本学校保健学会、日本教育保健学会、日本健康教育学会、

日本公衆衛生学会、日本部活動学会、北関東体育学会、日本スポーツ産業学会 

自己アピール  主に体育・スポーツ系の授業を担当します。教員としてのみならず、皆さんとともに体育・ス

ポーツ活動に取り組み、そして楽しみながら、多くのことを学んでいきたいと思います。また、

体育・スポーツ活動を通して、栃木県の子どもたちの心身の健康を増進するために、積極的に

保育・教育現場へ赴き、子どもたちの現状を把握し、健康支援策を検討していきたいと考えて

います。 

− 1 7 −



小野
お の

貴之
たかゆき

職 名 専任講師 

担当科目 保育内容言葉 

発達支援論 

子ども家庭支援論 

子ども生活学概論 

保育内容総合演習Ⅲ、Ⅳ 

教育実習 

保育実習指導Ⅰ 

 

研究テーマ 1．子どもの遊び 

2．子どもが行う比較について 

3．保育現場における ICT 活用 

研 究 業 績

著 書

論 文 年 月

年 月

年 月

年 月

幼児が物を比べることを契機とした遊びの変化についての一考察，相模女子大学子ど

も教育学会「子ども教育研究」第 号．

コロナ禍における動画配信の効果―附属幼稚園の事例から―，茨城大学全学教職セン

ター茨城大学教育実践研究第 号．（共著）

やりたいがふくらむ保育―保育の可能性を探る―，茨城大学全学教職センター茨城大

学教育実践研究第 号．（共著）

幼児教育の質向上につながる の活用―― 保育の振り返りに焦点を当てて ――，

茨城大学全学教職センター茨城大学教育実践研究第 号．（共著）

略 歴 2017年 3月 上越教育大学大学院学校教育研究科学校教育専攻 修士課程 修了

2017年～2020年 認定こども園 相模女子大学幼稚部 保育教諭

2020年～2022年 茨城大学教育学部附属幼稚園 研究主任

2022年～2023年 茨城大学教育学部附属幼稚園 教育実習主任

2023年～ 宇都宮共和大学 子ども生活学部 専任講師 （～現在に至る）

所 属 学 会 相模女子大学子ども教育学会 

日本保育学会  

日本子ども社会学会 

自己アピール 認定こども園、幼稚園で勤務して学んできたことや、子どもの発想のおもしろさ等、様々なことを学

生の皆さんに伝えていきたいと考えています。趣味はギター、旅行、映画鑑賞です。 
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